
2023年度「つるみけんたろうカフェ」報告 

2024年 3月 

 障がいのあるお子さんをお持ちのご家族と、支援者を対象とした「つるみけんたろうカフェ」を 2023年 7

月 20日（木）と 2024年 2月 15日（木）に、鶴見区社会福祉協議会 多目的室で実施しました。 

 参加者の方は、比較的高齢の親御さんが多かったのですが、成年後見制度の利用については、皆さん関心が深

く、熱心に話を聞いておられ、質問もたくさん出ていました。 

 後見的支援室「りんくるつるみ」の支援者の方たちも、参加してくださり、いろいろな視点からの勉強会にな

りました。支援者との繋がりが、今後大きな力になるのではないかと感じられました。 

 

  

 

2023年 7月 20 日（木） 

テーマ：「家族が後見人をするとき」（事例報告含む）＋意見交換会 

      時 間： 10：30～12：30 

 会 場： 鶴見区社会福祉協議会 多目的室 BC 

参加者： 10名 （家族：6名  支援者：4名） 

最初に、親族後見の  

1.成年後見人の資格 2．成年後見人の仕事  

3.親族後見人のメリット 4．親族後見人のデメリット 

5.複数後見 6.事例 などの説明がありました。 

説明後に自己紹介を兼ねて、質疑応答に入りましたが、参加者の 

皆さんは熱心に聞いておられ、活発な意見交換ができました。 

皆さん自分事として捉え、真剣に話し合われていました。 

  

アンケートのまとめ 

【皆さまからのご意見・ご感想・ご要望（家族・支援者）】 

  

 ・グループホームや施設入所している方の後見制度の利用についてもっと知りたいです。（ご家族） 

 ・いとこの親族後見人について具体例が知りたいです。（ご家族） 

 ・後見的支援制度を利用されている方が当初想定されていた重度の方、高齢の親というよりも軽度の方が多い

のだなという事を、今回の参加者のお話から、実感しました。経験不足だけどご自身の気持ちや。意志がは

っきりしている当事者の方と親の思いの双方の立場で、良い方向が見つけられるように支援者の方々との意

見交換の場がもっと欲しいと思いました。（ご家族） 

・兄弟のお話がとても参考になりました。事例が豊富で、考える機会ともなりました。（ご家族） 

・任意後見について深めていきたいと思っています。よろしくお願いします。（支援者） 

・ご兄弟のお気持ちを知らず、ご本人の気持ちを知ることなく決めていくものではないなと思いました。 

 またいろいろな視点での研修を伺えたらと思います。（支援者） 

・親族後見について分かり易く学ばせていただきました。それぞれのご家族の事情があり、日々自分の力不足



を感じております。 これからもよろしくお願い致します。（支援者） 

・今まで、親族後見で、親御さんが後見人をされたり、保佐人をされていて、第三者に後見をお願いするにあ

たってのタイミングや、手続き、準備、流れ等を具体的に知りたいです。 ←先日の面談で、母が保佐人（息

子さん 30代）をしている方から質問され、きちんとお応えできなかったからです。（支援者） 

 （上記の事、講義の中でお答えいただき、有り難うございました。） 

 

【その他、ご自由にお書きください。（家族・支援者）】 

 

 ・充実したお話を聞けて、良かったです。（ご家族） 

 ・初めて参加させていただき、勉強になりました。年に何回か開催してほしいです。（都合が合わない日もある

ので）（ご家族） 

・人が集まればそれだけ事例があり、勉強になります。今後も参加させていただけると嬉しいです。（支援者） 

・定期的にけんたろうカフェがあることが心強いです。これからもよろしくお願いいたします。 

 有り難うございました。（支援者） 

 

 

 

2024年 2月 15 日（木） 

テーマ：「成年後見制度～利用のタイミング～」 

   時 間： 10：30～12：00 

 会 場： 鶴見区社会福祉協議会 多目的室A 

参加者： 14名 （家族：11名  支援者：3名） 

最初に、 

1，親の年齢～平均寿命と健康寿命～  ２，成年後見制度を利用するタイミング    

3，兄弟姉妹の有無と本人との関係性  ４，本人の生活力 ～金銭管理～   

５，本人の生活力 ～食べる事・掃除・洗濯・健康管理～   6，本人の生活力 ～社会生活～  

７，後見報酬の目安     8，後見人の横領が心配…    ９，監督人が選任される要件   

10，後見報酬の問題 ～成年後見制度利用支援事業～《横浜市の場合》 

11，相続時の対応 ～遺言がない場合～    12，相続における利益相反とは  

13，成年後見人をつけるメリット 

など、たくさんの事例を交えて具体的なお話がありました。 

 今回は、比較的高齢の親御さんが多く、実際に後見制度を利用している方や、今準備段階で、より詳しいこと

を知りたい方が多く、皆さん真剣に話を聞いておられ、質問もたくさん出ていました。その先の個別の事は、事

務所に行って相談するという方が、何人かおられました。 

 

アンケートのまとめ 

【皆さまからのご意見・ご感想・ご要望（家族・支援者）】 

 

・後見人をお願いしたことにより、とても安心しておられます。忘れることも多く、耳も遠くなっている現在で



すので、とても助かっております。皆様の助けを頂き、安心して老後を過ごさせていただいております。 

 有り難うございました。（ご家族） 

・とても参考になりました。先ずは、自分の子のパターンを直接相談に乗ってもらって、知りたいと感じました。

（ご家族） 

・大変有用なことを伺えて、有り難うございます。 

・初めて参加しましたが、分かり易いお話で、とても参考になりました。知りたかったことも分かり、有り難う

ございました。 

・大変参考になりました。遺言を書くかどうか、迷っています。自分の死後、様々な事が考えられるのですが、

ワンストップで相談できる所があまりなく、助かっています。（ご家族） 

・分かり易い説明でした。支援信託の利用の重要性を感じました。障がい者の相続税についても知りたいです。 

（ご家族） 

 

【その他、今後カフェで取り上げて欲しい内容など、ご自由にお書きください。（家族・支援者）】 

 

・不動産（自宅）があり、売却する場合、その時期をどうしたら良いかや、生命保険信託などの詳細を教えて

いただければと思います。（ご家族） 

 ・具体的には個別に相談したいと思います。 

・実際にどんな支援信託があるのかや、各社（銀行、保険会社）どういう内容になっているのか、詳しく知り

たい。（ご家族） 

 

 

【今後について】 

・毎回アンケートを取り、ニーズの把握にも心掛けましたが、参加者からは「ためになった。参考になった。」な

どと好評でした。今後も高齢の親御さんでも参加しやすいように、内容・開催方法などを検討していきたいと

思います。 

・家族会や、地域・支援者などとも連携を深め、「親なき後」の事を一緒に考え、一歩を踏み出すきっかけ作りを

していきたいと思います。 

・今後も「つなぐ」を身近に感じてもらい、人と人とのつながりを作っていけるようなカフェの運営ができたら

と思います。 

 


